














はじめに 

超未熟児の輸液に関して問題となるのは急速なEvapolationにより起る高Na血症や輸液過

剰による PDA や肺機能不全にある。そこでできるだけ輸液量を制限しながら高 Na血症を起

こさず,脱水症も起こさない様な管理法を考える必要がある。それには急速なEvapolation

を防ぎ,少量の Tri-al doseの輸液でスタートし,臨床経過に従って輸液量をコントロール

すれば水の intake-output の量が少なくなるので輸液が容易となると考え,full humidity

の環境の中でどの程度の輸液を必要とするか検討してみた。 


